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インターネットの憂鬱
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

意外に他人事ではないかも？

インターネットの死角を突く！

都市空間の情報化

ウィリアム・J・ミッチェル著
掛井秀一､田島則行､仲隆介､本江正茂訳

彰国社発行
299頁

2575円
ISBN：4-395-05090-5

『インターネット
中毒者の告白』

インターネット中毒者とな

った著者が、インターネット

の濃い世界を語った本。

WWWでホームページを読み

あさったり、電子メールやネ

ットニュースを読み書きしたり

するのがインターネットではな

い。インターネットでは、多

くのアプリケーションが使われ

ており、その中でもマニアック

なのがIRC（インターリレーチ

ャット）とMUD（マルチユー

ザーダンジョン）だ。市内通

話が定額制で安いアメリカで

は、日に数時間もインターネ

ットの世界にのめり込んでいる

ユーザーも多いと聞く。著者

も、そのIRCとMUDにはまっ

てしまう。そこでは、国際フ

レーム戦やデジタルナンパに始

まって、アブナイ者どものイカ

レた世界が繰り広げられる。

パソコン通信のドロドロした実

情は、ときどきマスコミに取

り上げられるが、インターネ

ットにもその世界が潜

在するのだ。彼女は、

インターネットはサ

ロンではなく酒場に近

いと言っている。確かに日本

でも女性のホームページにはナ

ンパメールが多いらしい。酒

場で男たちにからかわれながら

もハマっていく、インターネッ

トがアダルトページ以外は明る

く健全なものだと思っている人

は、こんな通信もあることを

知っておいて

ほしい。

『シティ・オブ・ビット』

東京の副都心新宿の超高層

ビルの高層階にあるオフィスへ

行った。ここでは窓際でも携

帯電話が安定して受信できな

い。副都心の百数十メートル

上空に点在するオフィスでは

軒並みこんな現象が出ている

らしい。わけを聞いてみると、

携帯電話の複数の基地局から

の電波を捕らえてしまうために

起こるのだそうだ。これも、

高層ビルにアンテナを設置す

れば、問題は解決するようだ

が、公共の場ではないので設

置できないとキャリアは言うら

しい。情報化社会の空白域は

まさにハイテクビルにあったの

だ。こんな体験をしてか

ら、都市空間を設

計する建築

家は情報化が進む将来に向け

てどのような環境を設計する

のかに興味があった。本書で

は、MITの建築・計画学部部

長が具体的な建築の話ではな

く「これからのデジタルな環境

はどのようなものであるべき

か」を記している。そこには

デジタル化された都市の生活

が描かれているが、『インター

ネット中毒者の告白』にある

ようなドロドロした生身の人間

像は見えてこない。同じデジ

タル社会を描いたニコラス・

ネグロポンテの『ビーイング・

デジタル』ほどエキサイティン

グでもなく、まるで、マンショ

ンの完成予想図を見ているよ

うでつまらない。もしかしてネ

グロポンテって偉大な建築家

だったかなぁ。

『インターネットの
裏庭で』

週刊SPA!

連載の「ハイテ

クラスプーチン」がま

とめられた。著者は『リア

ル・ハッカーズ』の橋本氏で、

『リアル･ハッカーズ』で語ら

れなかったスパイに間違えられ

たエピソードなどが書かれてい

る。通信衛星を使ったメディ

アのハッキング、ハッカーとハ

ッカー狩り、インターネットな

どのメディアについて、豊富

な話題と鋭い視点で読ませて

くれる。「国際電話を1/5にす

る新システム」とかのコピーで

最近新聞の折り込み広告でも

目にするコールバックシステム

（アメリカから自動的に安い国

際電話料金でかけ直してくれ

るシステム）を胡散臭いと思

っていたのだが、実は合法的

だとこの本の5章を読んでわか

った。まさにメディアプアーな

日本人そのものの私がいる。

その他、携帯電話にしろ、

GPSにしろ、インターネット

のエレクトロニックコマースに

しろ、嫌になってしまうくらい

の海外とのギャップが明らかに

されている。おもしろいのが

BEKKOAME /INTERNETの

仮想都市B-CITY（電子モー

ル）の出店説明会で、一等地

を買い占めたいという企業が

あったという話。インフラ整

備は遅れていても、バーチャ

ル土地転がしを考えてる人が

いるとは、我ながらすごい国

であると思った。

J・C・ハーツ著
大森望、柳下毅一郎訳

草思社発行
301頁

1957円
ISBN：4-7942-0728-X

橋本典明著
工業調査会発行
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ISBN：4-7693-5106-2
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家電が変わる、家電がつながる

定番ロングセラー本の日本語版

デジタル広告がわかる

『新「情報家電」と
500ドルパソコン』

冬のボーナスシーズンを迎

え、家電製品の購入意欲をあ

おるようなテレビCMがあふれ

た頃、しきりにインターネット

という言葉が飛び交い、数社

がインターネットワイドテレビ

を販売し、新型の携帯情報端

末が発表され、デジタル通信

衛星放送の視聴契約キャンペ

ーンやDVDの新製品とパソコ

ン・家電店は大賑わいだった。

このように急激に変化する情

報家電関連を解説したビジネ

ス本が本書である。1項目を1

頁で解説する構成で、OCN、

NC、Java、ブラウザー、デ

ジタルスチルカメラ、DVD、

インターネットTV / 情報家電

などを章立てて説明する。イ

ンターネ

ット/Java

の稼働環境

に対応した情報

家電を本書では新

情報家電とよび、ネッ

トワークコンピュータととも

二本柱にしているにもかかわら

ず、わずかに最終章で取り上

げているだけにすぎない。そこ

でもインターネットに接続され

Javaが利用できる家電などま

だない今、新情報家電製品が

紹介されていない。ちょっと

先走った感はあるものの、い

ろんなキーワードが散りばめら

れており、あとからそのキーワ

ードを調べるだけで勉強にな

る。通勤電車で、トレンドだ

けつかむには良い本で、これ

ですべてを知ろうと思ってはな

らない。

『インターネット
ユーザーズガイド
Windows 95版』

NUTSHELL HANDBOOK

シリーズのインターネットユー

ザーズガイドがWindows 95に

合わせた内容に書き直された。

今までUNIXマシンのアプリケ

ーションを中心に解説されて

いた部分が、Windows 95で動

作するアプリケーションになっ

ている。大まかな構成は今まで

と変わらないが、多くのページ

を占めるアプリケーションの操

作方法が、Windows 95向け

になっていて読みやすい。電子

メールでMicrosoft Exchange

日 本 語 版 と Eudora Lite、

WWWブラウザーでMicrosoft

Internet Explorer 3.0日本語

版とNetscape Navigator 2.02

日本語版、ニュースリーダー

でTrumpe t とNe t s c ape

Navigator英語版というよう

にWindows 95で親しまれて

いるソフトで紹介される。こ

こで「？」と思った人もいる

だろう。同じソフトでも取り

上げる章によって、英語版だ

ったり、日本語版だったりし

て統一性がない。さらに、初

心者がまず初めに行わなけれ

ばならないインターネットの接

続方法を解説するページが

Windows 95英語版を

ベースに書かれて

いる。これで

は、初心

者が戸惑

うように書

かれていると

思われても仕方が

ない。また、アメリカ

でのロングセラーをそのまま

訳してしまったため、日本の

通信事情と異なる記述もあっ

て残念だ。

『インターネット広告』

ゲーセンで流行ったプリクラ

（プリントクラブ：シール作成

機）に続く注目は、WWWペ

ージを作成するマシン「放課

後倶楽部」だそうだ。これは、

ビデオカメラで撮影した映像

と音声をWWW のページ

（ http:// houkago.lee.or.jp/）

にのせ、あとでホームページに

寄せられたコメントを確認でき

るという情報端末だ。女子

高生が数百円で自分

を売り込むホーム

ページを作

っている御

時世だが、

お父さんたちは今

一つインターネットと

広告の関係がわからない。

そもそも何？ どんなメリット

があるの？どうすれば会社の

広告が出せるの？こんな疑問

に答えてくれるのが本書だ。

これまでに出たエレクトロニッ

クコマース全般を扱う本では、

決済、電子マネーやセキュリ

ティーなど難しい項目の説明

に多くのページが割かれ、広

告媒体としてインターネットを

活用する方法が不明瞭でわか

りづらかったが、本書は、広

告とは、そのメリット、作成

するにはどうしたらよいかに十

分なページを使っている。基

本的な内容から、広告作成の

方法、広告を広める工夫など

をていねいに書いているが、イ

ンターネットでのマナーやタブ

ーなど、知っておかなければい

けない情報が欠落しており、

別の本で内容を補完しておく

ことをおすすめする。

伊藤友八郎著
PHP研究所発行

204頁
1400円

ISBN：4-569-55414-8

戸田覚著
ダイヤモンド社発行

200頁
1600円

ISBN：4-478-55010-7

Ed Krol、Paula Ferguson著
萩原正義監訳
エディックス訳
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K：日本語版には『インターネット中毒者の

告白』という刺激的なタイトルが付きました

が、抵抗はありませんでしたか？

J.C.Herz（以下、JC）：いえ、センセーシ

ョナルに扱われたということでいえば、ア

メリカのメディアのほうが強烈でした。そ

れこそみな私にインターネット中毒者だっ

たと告白させたがっているようで、同じ質

問をしてくる。「私は精神科医なのだが、

ここの部分の記述には..」と聞いてくる人

もいれば、「中毒にかかっている人は自分が

中毒者であることがわからないんだ！」と

断言する人までいた。そうまでして私を

「心を病んでしまったインターネットの犠牲

者」に仕立て上げたいのかしらと、困って

しまいました。

●

K：インターネットに触れている人ならだい

たい見当の付く話でも、それを知らない人た

ちが初めて目にしたら、たとえば「気が付い

たらマシンの前で6時間経っていた」とか

「ネットおかまの存在」などのエピソードは刺

激的でもあるし、誤解も生まれやすいのでは

ないかと思います。

JC：決して映画の「トロン」みたいに、入

り込んだら抜けられない世界じゃなく、た

だ電源を切ればいいだけなのに。メディア

を通して伝えられる「インターネット中毒

者の姿」はあまりに誇張されすぎていると

いうことを、これまでに取材を受けたなか

であらためて実感しました。

●

K：しかし、電源を切ればサヨナラできる世

界なのに、なぜこんなにのめり込んでしまう

んでしょうか｡ネットで得られる体験は、ひ

ょっとして人間の根元的な欲求に根ざしてい

るのではないかと思ってしまいますが？

JC：同感ですね。実世界で違う土地に行

くには時間もお金もかかる。人と会うにも

「この人は何を考えているのか」と探った

り、「この人によく思われたい」とエネルギ

ーを使う。でもネットの世界なら、モスク

インターネットカルチャーのディープな世界を
描いた書として話題となった『Surfing on the
Internet - a netheads' adventure』の著
者、J・C・ハーツさんが10月に来日した。日
本語版『インターネット中毒者の告白』（大森
望・柳下毅一郎訳、草思社刊）のあらすじには
「ハーバード大学の女子学生が、不思議の国
のアリスさながらにインターネットの世界へ突
入！──ニュースグループやIRC、MUDなど
広大なその世界を紹介し、そのすべてをみずみずしい批評眼でリアルに描き出した、最
高のインターネットノンフィクション」と紹介されているが、日本でも話題作となることは
必至だ。ニュース番組や週刊誌の取材を受けながら、しかも執筆中の次回作『Joystick
Nation』の取材も兼ねての来日という多忙なスケジュールの合間ををぬって、本誌は
インタビューの機会を得た。

インタビュー・構成／喜多充成

『Surfing on the Internet──a netheads' adventure』
（邦題:インターネット中毒者の告白）の著者

J.C.ハーツ

J.C.Hrez
1972年生まれ。ハーバード大時代在学中にイン

ターネットにハマり、卒業後マイアミ･ヘラルド紙

に勤務するが、リトル･ブラウン社と『Surfing on

the Internet』の出版契約が決まって退社。現在

はニューヨークを拠点に『GQ』『Playboy』『Rolling

Stone』などで活躍中。
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話題の本の著者インタビュー
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ワでもニュージランドでも好きな世界にす

ぐ飛べるし、疲れもしない。飽きればBye

とタイプしてさようなら。しかも椅子にも

たれてただ見ているだけのテレビと違って、

自分の好奇心で、新しい情報を引き出して

いくことができる。これを好むのは、人間

の本性だと思います。

●

K：たとえば「空を飛ぶ」ということも長ら

く人類の願望だった。それがようやく実現し

始めた今世紀のはじめには、墜落して死んだ

ヒコーキ野郎もたくさんいたわけです。その

後も長く選ばれた人のための特殊な乗り物だ

ったものが、今では我々の当たり前の交通手

段となった..。

JC：それは興味深いたとえです。新しいメ

ディアや技術が生まれるたび「これで人類

は理想郷に近づける」と期待し続けてきた。

電話もラジオもテレビもみなそういう夢を

人々に与えました。ただ体験していないこ

とに対する不安は大きいものだから、革新

のスピードが速すぎたり、ギャップが大き

すぎたりすると、新しいものを懸念する人

もより多く現れることになる。

●

K：昔からさまざまな「未来のイメージ」が

描かれてきましたが、ヘンにゆがんだ未来っ

てありますよね。プラスチックスーツを着て

錠剤を食べて生活するとか。

JC：問題はそれが実用性があるかないか、

楽しいかどうか、人間の本性に根ざした欲

求であるかどうかだけで、技術的なハード

ルの高さや莫大な開発コストは、長い目で

見れば障害にはならないんですね。たとえ

ば、あなたが持っているこれ（とQV-10を

指さす）、どんなふうに使ってます？

●

K：えー、生後3か月の息子の写真を、田舎

の両親に電子メールやファクスで送っていま

すが。

JC：残したい、人に見せたいというのはや

はり人間の本質的な欲求の1つでしょう。

最先端の技術をそういうふうに使うのは

「正しい使い道」だと思いますよ。

●

K：恐縮です。

JC：そんな未来を夢見た人たちが、この世

界を切り拓いてきたわけでしょう。ところ

が現代における「未来像」は、メーカーや

通信事業者から売り付けられるものになっ

てしまった。

●

K：どういうことでしょう？

JC：たとえば、AT&Tがいまアメリカでや

っている広告コピーは「You Will.」という

んですが、3000マイルの距離から母親が子

供を叱ったり、南の島のビーチから仕事場

に出勤したり…。これが人間の本性に沿っ

たことなのかどうか、私にはわかりません。

●

K：日本でもインターネットは電機メーカー

や通信事業者、それにマスメディアがブーム

を煽ってきた面があります。インターネット

はニュアンスとしては非常に技術寄りの言葉

として一般に受けとめられています。ですが、

あなたの本の中にはコンピュータ技術の話は

ほとんどといっていいほど出てこない。

JC：ソフトウェアの設定方法を書いても、

すぐ古くなってしまう。しかし変わらないの

は人間の営みです。人間がネットワークの世

界に入ったとき、どんな感情を抱き、何に

戸惑い、何に興味を覚え、どう行動するの

か、これは面白いテーマだと思ったんです。

●

K：では「このテーマは一冊の本になる」と

思ったのはいつのことですか？

JC：21歳のときに「書こう。きっとでき

る」と思いました。大学を出て地方紙で記

事を書いていましたが、インターネットの

ことを書く先輩ライターは多くても、イン

ターネットの文化的側面にまで踏み込んで

その世界を捉えようとする人はいないので

はないかと思いました。傲慢に聞こえるか

もしれませんが、何でもできないことはな

いと思う年代ですからね。

●

K：最後に、あなたはネットワークの未来を

楽観していますか、悲観していますか？

JC：人間はどんな場所でも無意識に自分を

とりまく環境を探りながら、自分の位置を

確かめようとしています。ネットの世界で

はまだそれがなかなか難しいことだから、暗

く大きな空間に放り出されたような不安を

感じる人も多いのだと思います。飛行機が

ポピュラーなものになり始めたときに利用

した人たちには、それなりの覚悟があった

ように、まだしばらくは、インターネット

の世界に飛び込もうという人たちには「必

要な何か」があるのではないでしょうか。

しかし、この写真のあなたの息子さんのよ

うな次の世代か、次の次の世代になれば、

ネットワークの中で戸惑うことのない人々

が増えてくるでしょう。コミュニケーショ

ンをしたいというのは人間の本質的欲求で

す。だから楽観しています。

●

K：いずれあなたの本も「昔はこんな混乱が

あったんだって」という笑い話として受けと

められるか、社会心理学のテキストとして読

まれるようになるかもしれませんね。

JC：未来の宿題のテキストにでもなれば、

出版社も喜ぶと思いますよ（笑）。

インタビューを終わって
1つの質問に答えがいくつも返ってくる反応の速

さ。タイプも速そうで、IRCで数人と同時に会話す

るのも苦にならなかったに違いない。「こう見えても

ウエイトリフティングをやっているんですよ」と、腕

相撲を挑まれたが、指相撲で勘弁してもらい、しか

もあっさり敗れた。

著書では最後に「サイバー自殺を遂げた」と書い

ているが、電子メールは現在でも仕事に不可欠の手

段となっており、取材お礼のメールを送ると「こち

らこそ。指相撲で北米を制覇し、環太平洋リーグ

にも勝利できたことを誇らしく思っています」と返

事が届いた。なかなかお茶目な美人作家でした。
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